
地域の意見（自治協議会長等） 

水 

・ 下江津の水が濁っていて臭う。上江津のようにきれいになるといい。 

・ 昔は、江津湖に瓜やトマトなどの野菜を洗いに行っていた。 

・ 以前は斎藤橋の上のあたりに木造の飛び込み台などの自然プールが存在した。 

生物多様性 

・ 昔と全く同じ環境に戻すことは難しい。今の時代にあった保全を行うべき。 

・ 手を入れて自然がなくなるよりも、今のまま将来に残すのも一つの手だと思う。 

・ 動植物園の南門から上江津までの風景がいい。いい風景はそのまま残していたい。 

・ 若い世代は外来生物についてあまり知らないのでは。（何なのか、どう影響するのか） 

歴史・文化 

・ 若い世代に江津湖の歴史を教育し、認識してもらうことが大事。 

・ 水前寺地区と出水地区の連続性が課題。児童公園の川沿いに、熊本ゆかりの人物のチェンソ

ーアートを並べたり照明で演出したりするなど、興味を惹かれるものがあるといい。 

資源の継承と発信 

・ 江津湖はとてもいい場所なのに、普段の利用者は少ない。宝の持ち腐れ。 

・ 江津湖のよさを知ってもらうきっかけが大事。（イベント、雑誌コラム、ニュース等） 

・ イベントを通じて環境保全を伝えると、より理解が深まると思う。 

空間創出 

・ 「市民の健康の場所」として、健康に特化した、健康を支える公園にした方がいいと思う。 

・ ３世代が交流できる場があるともっといい。特に、子どもが活発に遊べる場所が大事。 

・ 木が多くて暗いところは、安全面からも木を間引いてほしい。 

・ レストランやカフェなどの休憩場所はほしいが、景観を邪魔しないものであってほしい。 

・ 老朽した施設の再整備を行う際は、利用者の意向を踏まえてほしい。（トイレの和洋、案内

サイン、照明灯、ベンチ等） 

・ バーベキューは臭いや騒音、ゴミの問題があるので、場所やルールをきちんと決めてほしい。 

経営・資産運用 

・ ＰＲが大事。いいと思えば人は行く。 

・ 計画は先を見据えて立てることが大事。その上で、短期、中期、長期と、いつまでに何をす

るのか分けて考えていくといい。 

運営 

・ 将来の担い手である子どもたちに興味を持ってもらうことが重要。（環境学習、意見交換等） 

・ 老朽した施設の再整備は必要だが、その後の管理がもっと重要。（管理体制、安全管理） 
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